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管 瑞 忘 杜 半 G 人 トー ペ 案 眉 %S 
近く る し ス ot6n ひ "中 志 
G 志 思 豆 を 2K 中 さく 革 ツ 7 知 
っ 90] 先 J 全 選 写 人 d 和 AOS)G 
ルー い コ ニュ ニン イー5// た 566 

太 球 地 綴 賠 め 記 四 NaJ 2J- で 8 
枢 ろ 蜂 会 約 0 に 思 欠 6 で 二 り 閉 
ひい 会 2ymJ4J 押 詩 つ お る うり 約 
A ッ ウス 6" 368 人 光 SJST6… 計 
軽 関 を や ヘ ネ ー 剖 和 m で 冠 注 
の と に に も IGT へ と べた 691 で 3 と JEIGSG6 
し め 朱 編 称 近 る つ お 7 こそ マ 
3 豆 宗 破 牙 し 夫人 全 7 
学識 如 守り 村 で の し 56 家 磯 
S 羽 G 組 史 十 息 妥 所 定 的 


な どの 付加 情 


合え る よう に な る こと が 先決 で し た 。 


バー 国 の 災 害 対策 本 部 で 使え る 、 
つい て 意見 交換 し 、 相 互 に 理解 し 


に 設立 され 、 各 国 関係 機関 の 防 価値 ある 「 情 報 ] と し て よう や く 意 
まし た 。 防 災 担 当 と 宇宙 開発 の 人 


造物 名 称 、 幹 線 道路 、 可 能 で あれ 
報 が つく こと に よっ て 、ADRC メ ン 
味 を 成す と いう こと を 説明 いた し 
間 と の 基本 的 な 立脚 点 や 思い 込み 


ば 被災 人 口 の 推 


ご 


( 
いち | 画像 


だ 


ジア 地域 レベ ル で の 多 
国 間 防 災 協 力 を 推進 す 


る 中 心機 関 と し て 1998 年 に 神戸 

災 専 門 家 の 交 流 、 防 災 情 報 の 収 

集 ・ 提 供 、 多 国 間 防 災 協 力 に 関す 

る 調査 研究 な どの 活動 を 行っ て 

いま す 。(http://www.adrc.orJjp/) 
JAXA が 今回 の 「 

の 配信 の 和 協 力 機関 と し て 、 ア ジア 


ア 


アプ ロ 「 だ いち 」 は 確か に わが 国 が 国 
際 真 献 で きる 衛星 で あり 、 防 災 


ー チ し て くれ た の は 、ADRC が 持 
つ 25 か 国 と の ネッ トワ ー ク を 
た 


ー 


防災 セン ター (ADRC)【 


SQ 身 菩 倒 SXo ら 中 いく 生音 
くっ 計り 7 妥 誠 要り 層 策 放 親和 
全 王 名 の し 家 箇 所 凌 漂 革 
利水 会 GS 直 編入 G 羽 め 維 
結 つ お 答 じ / 妃 家 G お 人 SG 緒 半 定 
下り O2 い 6 宜 祝 倒 下 選 %%S% つ 
選 5 謀 SSOo 8 を 回 ビ の 一 
性 ^ 万 ロ の 8 選 の お 洗 家 G 
過多 G 定 四部 潮 守 園 "0 ぐり 8 宮 
光り 性 の 宗 宰 ぐ 媒 般 宮 宮 構 図 
へ 條 くく 計 2JSSKJG 舞 記 G 王 も 小 
編 つ お くう) 提 選 ス 6 

※ 較 談 男 キー ふ 

らら ご ど 結 選 剖 中 / 家 侯 閣 填 鞭 史家 楽 中 
想 し 忠 G 客 尺 マ ーK し G 弄 党 皿 応 加 喘 條 
ー ぶ 上 洋 天 曲 壮 *MEiNJN ロ 6 人 欠 
由 挑 唱 表 yeWa 財 伽 問 下 G 幅 福 w 昌 環 ye 
天罰 ? つて マセ ゼ 民 叶 Q 下 言 く " 


宇宙 


宇宙 に 対す 
と 思い ま 


け 画 通り 3 年 は 稼動 し 

きた いで すし 、 単 発 で 終 

と な く 、 後 継 機 を 上 げ て 、 
だ 


継続 し て ほし い の で す 。 継 続 する 


吾 


役立つ と 期待 し て お り ま 
よっ て 、 防 災 対 策 


だ 


頼 に つなが る の 


【 


る f 


と 【 
つ に 「 防 災 」 を 立て た JAXA へ の 


す 。 し か し それ だ け で は な く 、「 だ 
す 。 そ れ が 長期 ビジ ョ ン の 柱 の 1 


評 価 対策 ( 
いち 」 に は 
て いた 
わる 
の 定着 に な り 、 さ ら 〔 


語 
理 


け で ある と 申 


し 上 げ ま し た 。 防 災 に 携わっ て いて 


だ 


こと 感謝 し て いま す 。 


ご 


「 だ いち 」 画像 を 使っ た 防災 対策 
に つい て は 、 最 初 JAXA は と に か く 
迅速 性 を 重視 され 、「 だ いち 」 の 画 


貼ら れ て 終わ る 


ーー 


編 
論 
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像 を 配布 する こと が 重要 で ある と 
思わ れ て いた よう で す が 、 そ れ で は 


画像 の 読み 取り 能力 が ある 人 間 は 
ほとん どい ませ ん 。「 だ いち 」 が 撮影 


し て くれ た の 


( 


の 向上 の た め に 活動 し て いる 
ADRC か ら の エー ル で す 。 


し た 被災 地 の 画 像 デー タ を 理解 で 期待 で あ もり 、 ア ジア の 災害 対策 


きる よう に 加工 する の は も ちろ ん 、 


思 聞 球 人 c 
起 ※ り 幅 地 忠 沿 


さら に 被災 範囲 や 場所 名 、 重 要 構 


日 本 初 、 軸 と 開 人 者 の 証言 か ら は 提 打 ち 上 げ | に 追 る 
大 型 ロ ケッ ト 


※ 種 子 島 宇宙 セン ター は | 種子島 」、 内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 は | 内之浦 」 と 略記 し ます 。 


| 還 ヨ ニ 近 は ライ ブ 中 継 を 
貞 見 に 来る お 客 様 る 
目 が 肥え て き て 、 リ フト オ 
フ ラ esES2GZY タ ウパ 半 し が 
拍手 が 出 な いん で す 。 SRB- 
A 分 上 離 や SSB 分 離 な ど 、 節 
目 節目 で 小さ な 拍手 、 そ し 
て [衛星 分 離 ] の アナ ウン 
ス で 大 き な 拍 手 で 会 場 が 
沸く ん で す 。 質 問 の レベ ル 
も 高く 『 宇 宙 に つい て 詳し 
い 方 』 が 増え た な 、 と 実感 
し ます ね ] 

東京 丸の内 の 情報 スペ ー ス 
"JAXAi" ス タッフ の 高橋 真理 子 
さん 


嘱 AXA 内 外 で の 調整 
J は な WIG ア た 
が 、 追 い 風 が 吹い て いま し 
た 。 機体 へ の エコ マー ク の 
掲出 も その ひと つの 象徴 
で 3 クラ シド イメ ター ジ 人 W 司 
品 イ メー ジ の 向上 に 宇宙 を 
利用 し た いと いう 企業 が 
増え て いる ん で す 。 連続 成 
功 と いう 強い 追い 風 を 受 
け 、 広 報 ・ 宮 伝 の 分 野 だ け 
で な く 人 研究 開発 の 分 野 で 
も 、 こ れ ま で お つき あい の 
な か っ た 企業 の 方 と 協業 
を 実現 させ て いき た いと 思 
っ て いま す 」 
カシ オ 計 算 機 や NTT ド コモ や 
goo な ど 、 民 間 企 業 に よる | だ い 
ち 応 援 団 」 の 組織 づく り に 価 走 し 
た 産学 官 連携 部 の 上 村 俊 作 さ ん 


記者 席 か ら 見 渡し た 種子 島 宇宙 セン ター 


(パノラマ 撮影 ) 


剛 ミッ ショ ン が 200 ギ 
イト ほど に な る 
ロケ ッ ト の 整備 デー タ を モ 
ニタ ー し 蓄積 する 、 内 部 の 
情報 ネッ トワ ー ク と スト レ 
ー ジ の メン テ ナ ン ス を 担当 
し て いま す 。8 号 機 は 10 月 、 
9 号機 は 11 月 に 整備 組み 立 
て 塔 に 入っ て いま すか ら 、 
打ち 上 げ は 1 か 月 間隔 で す 
が 、 私 の 担当 部 分 で 言え 
ば 、3 か 月 間 同 時 に 2 本 の 
ロケ ッ ト の デー タ を 記録 し 
続け た と いう こと に な り ま 
す 。 いわ ば 3 か 月 間 2 番 組 
同時 録画 で す ( 笑 ) 。 この デ 
ー タ は 将来 も 参照 され 、 ロ 
ケッ ト の 整備 作業 に 役 立 
て られ ます 。H-IIA ロ ケッ ト 
の "信頼 性 "の 一 部 を 支え 
る 他 加 が iG き だ 思い 
9 
ロケ ッ ト の 整備 デー タ の 保守 に 携 
わる 種子 島 技術 課 の 小林 悟 さん 


「 加 ws 上 躍 も 喜ん だ し 、 地 
元 の みな さん に も 

喜ん で も ら え た 。 それ を 見 

る の が 一 番 嬉し か っ た ] 

内 之 浦 、 種 子 島 の 両 射場 を 統括 

する 鹿児島 宇宙 セン ター・ 園 田 昭 

眞 所 長 


3 連続 成功 


か っ た りす る ん で 
す が 、9 号 機 の 打ち 上 ば げ 後 
に 、 小 さ な 山 火事 が 起き ま 
し た 。 プロ ッ ク ハ ウス の 中 
か ら 放 水 銃 を リモ コン 操作 
し て 消 そ うと し た が な か な 
か うま くい か ず 、 消 防 へ リ 
に 出動 し て も ら っ て 消火 
し 、 ホ ッ 。 無 事故 で 連続 打 
ち 上 げ を 終え られ て よかっ 
%S ぐ T 叫 
種子 島 射場 安全 課 の 岩元 毅 さ ん 


隔 号機 (H-IIA) で は 気 
を 緩め る こと が で 
きま せん で し た が 、9 号 機 
が 上 が っ て 、 これ まで の 人 
生 で 初め て と いう くら い の 
開放 感 を 味わい まし た 。 
Y+2 (打ち上げ 2 日 後 ) に や 
っ と 休み が と れ て 、 爆 睡 。 
で も も っ と ホワ イト カラ ー 
の 仕事 か と 思っ て いた ん で 
す が 、 ロ ケッ ト 打 ち 上 げ が 
こん な に 体育 会 系 の 仕事 
だ と は 思い ませ ん で し た 。 
な に し ろ 24 時 間 和 勤務 の 明 
け に 、 み な “打ち 上 げ の 打 
ち 上 げに 繰り 出し ちゃ う 
ん で すか ら 」 
ARCO (射場 管制 官 補佐 ) を 初め 
て 務め た 、 種 子 鳥 射場 運用 課 の 
野中 玲子 さん 


| -I[ の 4 号機 か ら 実 
H 況 放送 を 担当 し て 
いる の で 、 今 回 が 10 回 目 と 
11 回 目 に な り ま す 。 すっ か 
り ベ テラ ン だ ね と か 言わ れ 
る ん で す な が 、 今 も 毎回 口 か 
ら 心臓 が 飛び 出 そ う な ほ 
ど 緊 張 し て いま す 。 実は 上 
が り 性 な ん で す 。 で も ロケ 
ッ ト だ か ら “" 上 が っ て "いた 
ほう が いい の か も ( 笑 ) 」 
英語 アナ ウン ス を 担当 する MA さ 
ん (本 人 の 希望 に より イニ シア ル ) 


「/ 藤 き さん は ALOS( だ 
伊 いち ) の 、 打 ち 上 げ 
が 伸び た の で 休暇 の 延長 
を 会 神 た 申出 た と 2 ろ 、 
“と に か く 見 届け て 来い !“ 
と 逆 に 激励 され た そう で す 
よ 。 で も 出張 を 控え て いた 
の で 、 延 長 は ほん と うに ギ 
リ ギ リ だ っ た よう で す 。 種 
手島 に 7 目 間 滞 大 し て 隅 
か ら 隅 まで 見 尽く し 、 そ の 
最後 に 打ち 上 げ を ナマ で 見 
て 味わっ て いた だ く こ と が 
ぐ き また らち 引 を 見 
逃し た 残念 顔 で な く 、 見 届 
けた 満面 の 笑顔 の 伊藤 さ 
ん を 見 送る こと が で き 、 私 
や ホッ と し まじ た | 

「 だ いち 」 命 名 者 と し て 打ち 上 げ 
見 学 に 招待 され た 蒲郡 市 の 伊藤 
龍一 さん の 、 現 地 で の アテ ンド 
( 接 遇 ) を 担当 し た 菅原 満 さん 


この 冬 JAXA は 、 鹿 児島 県 の 2 つの ロケ ッ ト 
大 型 ロ ケッ ト を 3 機 、 打 ち 上 けた 。1 月 24 日 【 
陸 域 観測 技術 衛星 | ALOS( だ いち )」 を 太 隠 
2 月 18 日 に は 同 9 号機 が 運輸 多目的 衛星 新 2 記 MMITS 


意義 


| LOS 打 ち 上 げ の 
JAXA 放 送 (イン タ 
ーネット な ど で ラ イブ 放送 
され た ) に レポ ー タ ー 役 で 
初出 演 。 事 前 の VTR 収録 
で NG を 出し まく っ て し ま 
Ungs し 。 タデ イグ の 用 交 
さん の 大 変 さ が よく わか り 
まし た 。 この 恥ず か し い 経 
験 を 、 今 後 の 広報 の 仕事 
に 役立て た いと 思い ます | 
種子 島 広報 担当 の 土屋 早 優 理 さ ん 


修 維 場 も 見 て きた べ 
修 テラ ン の MA さん に 
教わり な が ら 準 備 を 重ね 
て 臨み まし た が 、8 号 機 で 
は 打ち 上 げ 60 分 前 か ら 衛 
星 分 離 ま で 、 も う 一 上 朋 の う 
ち に 過ぎ 去っ て し まい まし 
た 。 所 長 と か 理事 と か が そ 
ば に 座っ て も いま すし 、 精 
神 的 に いっ ぱい いっ ぱい で 
し た 。 で も 9 号機 に な る と 、 
イヤ ホン か ら 入 っ て くる 情 
報 を 聞き な が ら 、 今 何 が 超 
こっ て いる か 、 映 像 や スト 
ー リ ー を 思い 浮か べ 、 まわ 
り を 見 わた す 余 裕 さ え 生 
まれ まし た 。 実況 担当 は 今 
回 が お そら く 最 初 で 最後 
と な る で し ょ う が 、 ほ ん と 
うに いい 経験 が で きま し た ] 
打ち 上 げ 実 況 の 日 本 語 アナ ウン 
ス を 担当 し た 、 入 社 3 年 目 の 種子 
島 管理 課 ・ 広 瀬 優 さん 


静止 トラ ンス ファ ー 
そし て 4 日 後 の 2 月 
「ASTRO- 
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(海溝 選 瑞 : hr 一 hrCAV へ ) 


月 24 日 午前 10 時 38 分 、 種 
宙 セ ンタ ー か ら 打 ち 上 げ ) 。 撮 影 し 』 
た 凌 売 新 六 ・ 大 時 1 明 カ メラ マ om 

_。 ン の 話 。 uF 
3 「 打 ち 上 げ の 1 時 間 前 に 小型 ジェ ッ 
ト 機 で 宮崎 空港 を 発ち まし た 。 現 

場 で 旋回 し な が ら 待機 する うち 寺 

流れ て き て 、 最 初見 えて いた 発射 

台 が 見 えな く な っ た 。 構 図 を 考え て 

上 昇 し 最終 的 に は 高度 4100m あ た 

りか ら 撮 っ た 写真 が 掲載 され まし 

た 。 ダ メ も と で の 挑戦 だ っ た の で す 

が 、 社 外 の みな さん か ら 反 響 が 大 

きく びっ くり レツ 市 語 還 

最 影 窟 は 機体 の 左側 だ け で 、 待 機 

の 旋回 に 1 周 5 分 か か る 。 し か し 川 

品 司 機長 の 計算 どおり 、 雲 か ら 出 

て くる 位置 も 、 タ イミ ング も ピタ リ 。 

機長 の 放っ た 絶妙 の セン タリ ング 

に 頭 を 合わ せ た だ け の ショ ッ ト な ん 

で す ( 笑 ) 」 
(写真 提供 : 読 売 新聞 西部 本 社 ) 


日 本 初 、 
大 型 ロ ケッ ト 3 連続 成功 の 意義 


HO 


J 愛馬 且 回 避 古 遅 へ き 党 rr 
胞 性 , 菅 引 ③ 后 民 由 柚 條 Stri 耳 


紀 S 吉 の 調和 催 。… 
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選 
選 


忠 束 (r 訓 ③ 汁 碧 ③ 療 先 


eto(Y ド 財 弄 嘩 、 
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弄 
FS さ き 背 滞 潤 党 二 9 入 ユ さて 。 計 


弄 の さき 軒 責 帳 藩 消 さ h 由 4 
ぐせ こく は で 束 較 筐 管 下 


嘩 GO 泡 嘩 , 敵 下 いさ 潮 び き ヒエ 


時 


ーー 
9 上 
と 
ン 


ン 避 」 
2 へ 時 受 


ce 


へ み SHS 
ペ 入 (rar 当 デ ミロ 。 の 


武生 トー 下 ひ 
(yr[ 一 証 


恒 。 と 喜 SO 吉 和 よー 
[)! 


5 
oOStAS 婦 


Il 各 変 評 き SV 壮 古 居 悦 SS は 幅 功 へ A 州 待 S「 とび 
正 剖 oeASrrri 


, 持 誠 剖 出 。Q き 層 下 黄 S マ ミー 


味 和 いと rr「 褒 9 
OS さき [一 斑 さる | 人 き 


い 当 。 の StAS は と へ いり ク 引 7 回 


(oo 
ン 


QJ ざ 油 半 へ 軸 本 0 均 さ き 束 。 因 3③ 穫 旦 テミル 一 へ it 


2⑳ 州 還 岡 さ 菩 惑 き 眉 で 苗 洋 石 


「 ち 上 げ を 見 届け た 
立川 理事 長 の 一 行 
が 、 実 験 班 を ね ぎら っ て ま 
わる の を 案内 し まし た 。 ロ 
ケッ ト 班 、 ラ ンチ ャ ー 班 、 電 
気 、 制 御 、 タ イマ ー、S] 、 テ 
レ メ ー タ ー 班 と それ ぞ れ を 
oegoge 。 懲 労 の 乾杯 で は 東 
京 に 向け て 発つ 直前 まで 、 
理事 長 み ず か ら お 酒 を つ 
いで 回 っ て いた と 聞き まし 
た 。H-IIA が 成功 、 成 功 と 
き て 、 最 後 が M-V で し た か 
ら 、 全 部 うま くい っ て ホッ 
導 し 避 し | 
宇宙 科学 研究 本 部 の 稲 谷 芳文 教授 


ZS 陸 財 章 況 店 ・ 壮 日 湯 は さゆ 


Or 計 0r 計 性 護 ご ご 革 由 誰 爺 蘭 
そ r 当 へ て rr (テー ロ ユ へ >S ご 


中 湯 rt 沼 8S 司 dmoo テ S 守 
ロ <- ミ は っ 碧 忌 層 還 


弄 な ぐ r の 司 rrett ぶ 村人 性 中 守 ロ 司 。 立 と へ くり 再 男性 汁 江 昌 


へ き rr( の G 鍋 更 忠 護 避 竹 . せ G さま ご て 障 ) テ ー ロ ヘス 8 テ ミ 
は らい ぎ 怖 喜 GtteokHT 必 時 エ び 当 半 画 の 豆 環 同 喜 


鹿 浴 ほし W 当 全 貞 士 本 9 


と は て 束 時 端 財 や 6tdt 。tok 
びさ 生涯 、③ 弄 SO は と は ど 吾 


弄 人 部 画 古 きせ 9 表 可 回 


了 少 手 の か か る 部 分 
も あり ます が 慎重 
に 運用 し 、5 月 羊 ば ぐら い 
(プー ク ドイ ダー ジ な 一 
般 に 公開 し よう と 思っ て 
いま す 。 楽 しみ に し て いて 
くだ さい | 
ASTRO-F (あか り ) の プロ ジェ 
クト マネ ー ジ ャ ー、 宇 宙 科 学研 
究 本 部 の 村上 浩 教授 


| LOS( だ いち ) の 現 

場 と JAXA 役 員 と 
関係 省庁 の 調整 役 に 入 り 、 
プレ スリ リー ス の 案 文 を 作 
成す る な どの 仕事 で 打ち 上 
げ と 運用 に 関わ っ て いま 
す 。 感激 した の は 「PRISM』 
の 初 画像 。 雲 1 つない 状況 
で 富士 山 一 清水 港 を 写し 
取っ た すばらし いも の で し 
た 。 よほど 日 ご ろ の 行い が 
良かっ た 人 が チー ム に いた 
の で し ょ う 、 お 天道 様 が 与 
移 で く 24CG が イズ ショ ッ ト ド 
だ つう だ どら 思い ます プレ ス 
リリ ー ス で 強調 し た か っ た 
部 分 が 、 報 道 で も ちゃ ん と 
取り 上 げ ら れ て いて 、 感 激 
が よみ が えり まし た | 
ALOS 追 跡 管制 隊 ・ 情 報 連絡 班 
具 の 長澤 輝明 さん 


孔 は M-V ロ ケッ ト も 5、 
6、8 号 と 3 連続 成功 
な ん で す よ 。 打 ち 上 げ ウ イ 
ンド ウ も 30 秒 と か 言っ て ま 
し た が 、 実 質 は ワン ポイ ント 
な ん で す 。 その タイ ミン グ で 
打ち 上 ば げ 、 極 軌 道 に も 衛星 
を 運べ る と いう 世界 唯一 
の 性 能 を 持っ た 固体 ロケ ッ 
ト な ん で す 。 だ か ら こ る そ 絶 
対 に 失敗 で き な い この 冬 
の 3 連続 打ち 上 げ の 、 ト リ を 
任 さ れ た ん だ と 思い ます 。 
打ち 上 げ の 数 日 前 、 内 之 
浦 の 農協 か どの 台風 に 耐え 、 
大 雪 に めげ ず に 育っ た タン 
ンジ 2UD7S7 ら きま | 表 7 だ 坦 ら 
ょ っ と すっ ぱく て 甘い 地元 
の 応援 が 身 に 浸 み まし た 。 
ペン シル に 始ま る 50 年 の 歴 
史 を 、 こ こ で 受け 継ぎ 、 発 
展 さ せ て いき た いと 思っ て 
いま す ]| 
M-V ロ ケッ ト プ ロ ジェ クト マネ ー ジ 
ャ ー の 森田 泰弘 教授 


面 うい えば 、 地 元 の 内 
そ 之 浦 の 人 と 接する 
と き に 、 妹 軒 語 内 款 語 農 計 
し た の め 2RUDIG3g 二 で 
れこ お お すみ 」 の 頃 か ら 
関わ っ て いま す が 、 時 間 が 

不 規則 で 、 緊 張 の 連続 で 、 
わが まま を 言う われ われ を 
地元 の みな さん は 受け 止め 
て くれ る 。 これ が 無形 の 財 
記 移 4942MGIME ウ KSI 3 5 
い に 年 は と り ま し た けど ね ] 
宇宙 科学 研究 本 部 で ASTRO-F 
(あか り ) の 熱 設 計 を 担当 し た 宇 
宙 科 学研 究 本 部 助手 で 、 ロ ケッ 
ト 実験 班 の 大 西 晃 さ ん 


射 点 の 遠隔 カメ ラ で 撮影 され た 、 
リフ ト オ フ 直後 の H-A ロ ケッ ト 9 
号機 。 シ ー ケ ンス で は リフ ト オ フ 後 
10 秒 に 設定 され て いる 、SSB ( 固 
体 補助 ロケ ッ ト ブ ー ス ター) 第 1 ペ 
ア の 点火 直前 の ショ ッ ト 。 ノ ズル か 
ら 煙 が 出 始め て いる の が 分 か る 。2 
月 18 日 午後 8 時 27 分 、 種 子 島 宇 
宙 セ ンタ ー か ら 打 ち 上 げ 。 

⑥ ロ ケッ トシ ステ ム 株 式 会 社 


ンー ィ ー デメ 


「 -IIA6 詞 機 @ は SRB- 
A の 斉 有 議論 し た の 
で 、 昨 年 商 扇 織 @ 打 ち 上 
は 成功 は 無 条 伸 に 嬉し か 
た 訪 回 の 2 回 の 打ち 上 
げ 成 功 で 、 組 織 と 技術 の 
総合 月 を ボ あ と が で きた 
思 ゅ ゆま 9 信頼 回 復 を ひ 
し ひし と 感じ ます ね 。 と く 
紀 9 骨 機 の 整備 催 業 で は 、 
体 が 覚え て いる と で も 言う 
の で し ょ うか 、 作 業 の 錬 度 
が 上 が り ト ラブ ル も 少 な か っ 
た 。 これ を 毎回 続け 、 信 頼 
を 勝ち 得 た いと 思い ます ] 
H-A ロ ケッ ト の サ ア ブ プロジェク 
トマ ネー ジャ ー、 中 村 富 久 さん 


「 本 槍 叶 の 納 族 機 橋 か 
ら 週 語 側 の 定 期 般 
“小笠 原 基 証 @ 開 島 ま で 25 
時 間 g20A の 孝 み が レー 
ダー 設備 や テレ メー タ 受 信 
設備 な どの 整備 テス ト に 
当たり 、 準 備 亡 端整 えて 打 
ち 時 記 を 待ち また 。HL-IA 
ほ リ アト オラ から 5 分 あま り 
で る の 上 上 守 を 通過 し ます 。 
私 た ち が 種 子 島 か ら 片 道 
2 泊 3 目 か け で や っ て きた 距 
離 を 、5 分 な ん で すね 。 無 事 、 
次 の 追跡 局 た 受け 渡し 、 
ホッ 。 今 謀 ほ 外国 の 局 に 行 
っ て みた いで すね | 
入社 1 年 目 、 種 子 島 射 場 運用 課 
の 久保 博 さ ん 


「p 手 知 っ た る 吉 巣 の 
種子 島 に 、 手 伝い 

に か り 出 され た り も し まし 
た が 、 基 本 的 に 相模 原 か ら 
来 た まみ な さん と いっ し ょ に 、 
内 之 浦 で 広報 の 仕事 を 担 
当 し 叶 し 疲 。 

9 号機 (H-IIA) の 打ち 上 
げ を 見 届け て 種子 島 か ら 
や っ て きた 報道 の みな さん 
も "この まま 上 が る だ ろう "、 
実験 班 も "この まま 行け る ”" 
と いう 雰囲気 の 中 で の 、 成 
功 で し た 。 初 め て 見 た M-V 
は 迫力 が あり まし た し 、 い 
い 経 験 を させ て も らい まし 
た 。 その 後 、 セ ンタ ー の 代 
表 電 話 に 、 佐 賀 県 あたり か 
ら も [見 えた よ 、 あ り が と 
う 』」 と 電話 が か か っ て き て 
まし た | 
半年 前 に 種子 島 か ら 内 之 浦 へ 赴 
住 し た は か り の 内 之 浦 総務 ・ 園 田 
静 さん 


| 。 ケッ ト 主 任 と し て 関 

わっ た の は この 冬 
が 初め て 。 ヒ ゲ も 剃り まし 
た し 酒 も 断ち ませ ん で し た 
が 、 ゲ ン を か つい だ と いえ 
ば 、8 号 機 の 打ち 上 げ の 日 
に 着 て いた 同じ 赤い ポロ シ 
ャ ツ を 、9 号 機 の 打ち 上 げ の 
国 に 6 着 ji だ た 語 と いう 
らい で す 。 種 子 島 に 来 て い 
る と き は あま り 家 族 と は 連 
絡 を と ら な いん で す が 、 打 
ち 上 ば げ の 翌日 に 私 が 新聞 
に 出 た の を 見 て 、 米 子 に 住 
む 81 歳 の 母 が 女房 に 電 語 
し で く 402e で う で が | 
H-TA ロ ケッ ト の ロケ ッ ト 主 任 、 
遠藤 守 さ ん 


「a ち 上 げ 成 功 で 、 嬉 
打 し い の は も ちろ ん 
な ん で す が 、 赤 ん 坊 が 生ま 
れ た の と 同じ で “これ か ら 
ちゃ ん と 育っ て くれ る だ ろ 
うか "と いう 心配 も 半分 で 
し た 。 初期 運用 に 多少 手 
間 は か か っ て いま す が 、 手 
間 の か か る 子 ほ どか わい い 
と いま の 7 に 衣 っ | 
くれ そう で 、 これから の 活 
躍 が 楽し み で す ] 
ASTRO-F( あ か り ) の 保安 主任 
を 務め た 、 宇 宙 科 学研 究 本 部 赤 
外 ・ サ ブ ミ リ 波 天文 学研 究 系 の 
中 川 貴 雄 教授 


「 だ いち 」 搭 載 の パン クロ マ 
チッ ク 立 体 視 セ ン サ ー 
(PRISM) で 、2 月 14 日 の 10 
時 30 分 頃 に 観測 され た 富士 
山 の 画像 で す 。 
PRISM の 異な る 角度 の 各 
画像 で 高 さ 情 報 を 出し 、 そ 
の 上 に 直下 視 画像 を 重ね 合 
わせ て 鳥 農 図 に し まし た 。 


画面 で は 、 手 前 は 甲府 盆地 
で 詳細 な 町 並み や 道路 、 河 
川 の 様子 が 見 える と と も に 、 
中 央 右 よ り に は 本 柱 湖 、 そ 
の 奥 に は 冠 雪 し た 富士 山 と 
山頂 へ と 続く 富士 スバ ル ラ 
イン の 様子 を 見 る こと が で 
きま す 。 こ の 鳥 農 図 で は 高 
さ を 2 倍 に 強調 し て いま す 。 


SSTA いよ いり コ リン 


ぶ 聞 列 引 畔 考 @ 許 認 了 
意 や ーー の の に 時 りーー つ 6 つ 
お * 堂 16 玩 和泊 規 @ 畠 直 繋 AT 
ミン 公 舟 人 KG 膨 % 和 褒 抑 証 制球 団 
AcdJF NECNSN つ KSK 引 
交 要 つ 46 い ひる 心 4JFJAO 人 SA 直孝 
い お SS し "の 年 写 会 じ 半 詩 迫 
雪 の ピロ ーー 名 貴 土肥 
共 らら で 時 り 肖 王 回 肖 選 畠 潮 
ころ つつ 羽 全 7 選 Od 守 計器 認 
り 地 庄 相 全 ロト トー 公選 届 寺 ” 選 
ゴロ 控 に ph る 心 求 党 己 妥 で で 
3 つや 7 NoS 会 必 押 演 也 因 S 起 軍 
36psCe で へ K ホ SG 衣 吾 角 
っ 7 時 会 仙 い し 選 寺 ^ 具 Q 回 @ 
EEE だ SSN2 こ 3 

聞 半 G 互 品 8 玉 0 や じ の 
CSS% つ 5 6 逢 H へ 知生 ー 和 
ー リ 4 が 9 斉 屋 外史 配 出 詳 乱 
送り 4 所 衣 了 放電 衣 @ 衣 息 
SG 部 己 " 玉 門 寺 松 G 如 
36 役 箕 守 人 QK ペ ーー つつ 7 よび J 公 
心 宣 ke 弓 補 人 嘩 康 つ し 亡 業 つじ 
スン ぐし か 全 宮 Jp38G 掲 @ 
羽生 Mn 2 必 肌 絆 会 款 つく 会 
る 於 4J 全 応答 交 科 人 お ぐも 
か "HAD ロ ー ペ ネール 壁 市 つ バ 
い お 選 時 "時 早 SG そめ 2 宇 衣 ぐ 
演 人 会計 6S6 つ お ? 

QO 記 267 NNN を トロ ー 衣 ^ 
HH つ ト ミー ミ 皿 苦 ドー 人 ト 肪 計 2J 
SH 屋 塁 豆 に SN@ 詳 逢 遂 圭 
地 E? 宙 科 G 太 < 王 会 6 で 
nea6 完 符 を 壮 ぐ パ 心 避 時 昌 交 
そ % め マン hG 前 @ 溝 間 昼 臣 m*GJ 
つか" 捉 忠 天 り 8 昌江 記 錯 
G 應 陸 溢 装 包 正 つ お 所 人 陣 泥 咽 


ーfh ト ーwG 下 党 う 語 還 り お やり 
郊 鶴 くそ ミ 披 六 つ % つ で! 
家 守 じ ロ よ か そら 貸 明 人 逐 
SG ロロ よ か ーーoo ら 押 回 崖 
つ * 押 鯉 昌 ン いろ し 押 氏 枝 倒 
問 つ % 生 "ロト テー 
一 換 ? 部 欠 栓 ルト く Q 福 濡 
3 回 選 い ひし" 意 吉 翌 旦 県 て 
も 刻 い いじ 箇 書 つ % つ お ? 密 CG 抄 
詩 ^ 選 填 G 交 斉 所 間宮 生 *@ お 人 
刀 填 の 搬 鍛 松 唱 滑 豆 ペ 心 慰 
コ 慰 U 詳 机 つ し CSS だ QG 
豚 店 衣 構 うつ りつ びり 全 中 J 選 
AE アス 46 


ぐし ゃ 
叫 骨 粒 選 H ぐ で S 


昼 端 宮 ー ベ ーー ト 選 で お 
SP 二 公共 婦 り ひと 会 完 選 
交 秋 つつ お ? 緒 憶 か hG 拓 上 め と 
想 m36SS6 つ お つつ * 宰 所 回 
届 履 し y 詳 編 半 ph@ JO 
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今回 MS を 取得 し た 14 人 は 、 日 本 人 の 3 人 以外 は 米国 籍 。 
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山崎 さん の 2 人 を 含め 4 人 と 、 多 様 な バッ ク グ ラウ ンド を 持ち 、 


古川 さん を 含め て 医師 が 3 人 、 学 校 教師 3 人 、 エ ンジ 
バラ ンス の 取れ た クラ ス だ っ た と いう 。 
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最 前 


: | 科学 技術 週間 ] に あわ せ 、 控 上 間 た 了 革 電 校 中 A 】 ナ エ キラ ラ 志 軸 020W 8 
ーー ド ァ A ベイ 人 古 ヨ 演 2 受 心 近 ら | トディ ー 宇 ンタ ー に て 。 
ut Ag 2 因 胃 で へ AO つて A れ が 業 と 宙 う 科 呈 十 8 右 か ら 立 川 理事 長 (JAXA) 
法人 A s 一 般 公開 を 行っ て いま す 。 今 年 も 、 の に し き 売 1 5 ま 3 形 な 科 こ 学生 由 る 、 グリ フィ ン 長 官 (NASA) 
ノバ X 凍 限 見 る こと の で き な い 実験 施 前 ま た 還 革 線 時 R た 中 式 て 座 を 得る 3 ペリ ミン フ 長 (ロン ア 巡 孝和 
人 A 9 設 、 研 究 施設 の 公開 を 行い ます 。 いや 2 目 0 で 限 0 日 凍 詳 究 日 に ジャ ー 長 官 代行 (カナ ダ 軍 人) 
開 信 また 、 放 設 公 開 の ほか 、 科 学 家 険 、 。 尺 ロ 肝 人 は 上 探 目 下面 東 催 証 本 的 る 「 ポ * 
名 エ 作 室 、 施 設 操 作 休 験 を どい ろ 奏 ケ 日 S 呈 全 上 お 付 人 3 や の し 引 0 時 
事 いろ な イベ ント も 計画 し て お り ま す 。 星 ト は | す 星 季 か 学 つ し 研 和 カ スク ラム ジ 間 ト 
どう ぞ ふ る っ て ご 来場 くだ さい . 人 と 本 4 を 系 才 つ 上 移 手 み 究 1 浴 ひ エ ツ 
ュ 学 ー 味 A 中 時 アク A \ 
業 一般 公開 の 詳細 に つき まし 松重 本 の し 誕 の 恋 直 で す が て の 燃 
所 て は 、JAXA 愉 報 部 、 各 事業 所 に お か イイ 実験 
|「 ね くだ さい 。 ( 各 事業 所 の 電話 校 れ 成 ぶ ま 教 入 の 演 る し 衛 補 限 豆 P41 生 示 評 
の ) 番号 は 本 誌 の 巻 本 に あり ます ) 大 た 功 さ つ 室 場 が だこ コ た 星 古 日 や イル し 失 で は 、 先 進 弄 宇 宙 輸 送 シス 
4 月 15 日 ( 土 ) の で の % い 1 表 ば 々 品 4 す と は で ろ る の エン ジン と し て 有望 な スク 
冬 し お 27 い 了 背 は り し ふい 時 ざさ 生活 さ 0 9 
月 田 宇宙 セン ター 10:00 一 15:30 Pi ょ 客 を い 席 則 が い 限 く 合用 呈 ラム ジェ ッ ト エ ンジ ン に 関す る 研究 
AP の 教 う ふり 義 $1 ら は ーー 日 と の 沢 人 を 、1987 年 以来 進め て きま し た 。 
14:00 一 17:30 新宿 明治 安田 生命 ホー ル 授 進 を 今 気 高 ら れ や と で 最 時 い 初 この 度 、2006 年 3 月 28 日 に 、 オ ー 
(新宿 区 本 新宿 1.9-1) で = 他 第 ま ざま { 了 Mu 間 2 に スト ラリ ア の クイ ー ン ズラ ンド 大 
第 25 回 宇宙 科学 講演 と 映画 の 会 」 を 計画 4 トー ニコ ぷー ミ ー 
4 月 22 日 (上 ) 。 。 ま 古 守 血 49 ま な アウ 間 語 病 旭 中 開発 を 軍 め て きた スク ラム ン 。 。 け な 】 行 と す 層 験 目 年 の 組 衣 議 会 軍機 米 > 
人 字 セ ン ター 10:0016:00 たま て 湯 は % 階 1 の に し 大 ま 8 ッ ト 導 の 系 宙 を 旭 し ふせ 42 人 2 告 る 前 攻守 症 2 有 内 国人 1 
@ 種 子 島 宇宙 セン ター 10:00 一 16:00 5 校 く 続 や 埋 拉 プ 講 よ ま 文 る 時 か 間 - 江上 A と r り 0 ッ 内 ぶ 棟 で H タ 朗 ロ マジ 日 E 
@ 増 田 宇 宙 通 信 所 10:00-16:00 * 守 は が さ 0O 折 う 実 け 放 計上 見 ドク た の 明 ド ャ に 
So 実験 の 目的 は 、JAXA が 高温 徴 華 "を と へ で 8 9 も 4 座 て きす スク 直る に 代 ア 画 ゴ 
4 月 23 日 (日 ) 風洞 に よる 地上 実験 ペー ス で 、 独 。 つう 店 催 る の 記 語 人 表 触 うま せれ 開 まき 欧 参 護 2 
10:00-16:00 = 自 に 研究 開発 を 進め た 改良 弄 傘 。 て の 世 ま 研 は ら 品 9 内 は ホル た 倍 DA 介 加 征 3 
料 叶 6 射 器 ( 縦 油 導 入 型 燃料 噴射 " き 利 誠 2 痢 寺 れ 外 番 人 2 ま に 8 朱 ケ タカ て ス 
4 月 29 日 ( 土 ) 9 、 。 ま 用 は に 利 乗る 余目 営 0 し ょ 明生 0 
剖 還 ae 器 ) を 用 いた スク ラム ジェ ッ ト 燃 開 ウ な 用 員 見 し ヽ 宝 0 た る S ま 南 ダ タバ 
@ 騰 清 宇宙 通信 所 10:00 ご 16:00 /。 の 人 し 后 示 た 完 し 機 4 あ る 
@ 沖 縄 宇 宙 通 信 所 10:0016:00 焼 番 の 実 飛行 環境 で の 試験 デー に 確 ま 十 6 ス ト 外 8 { 日 後 成 た 関 」 宇 日 と 
タ を 取得 し 、 地 上 実験 デー タ を 評 向 実 % 分 人 で が 実 番 8 本 の 形 会 長 宇宙 全 ン 


5 月 20 日 ( 土 ) 


@ 地 球 観測 セン ター 10:0016:00 価 す る こと で す 。 小 型 観 測 ロ ケッ 


ト の 先端 に スク ラム ジェ ッ ト 燃 焼 
器 を 搭載 し て マッ ハ 8 近く まで 加 束 イ ンタ ーネット 衛星 「WINDS] |WFORMATION = 
速 し 、 約 6 秒間 燃焼 試験 を 行い 、 発 試験 終了 し まし た 。 開 発 | WWINDSI 


燃焼 順 内 の 圧力 分 布 デ ー タ な ど 試験 で は 主 に 、 シ ステ ム 熱 構造 モ 開発 試験 終了 
3 


を 取得 し ます 。 デル に よる 宇宙 環境 模擬 試験 や 
ロケ ッ ト 打 ち 上 げ 環 境 模擬 試験 、 
また 、 シ ステ ム 電 気 モ デル に よる 
通信 系 試験 が 行わ れ 、 設 計 の 妥 
当 性 が 確認 され まし た 。 写 真 は 、 筑 
波 宇 宙 セ ンタ ー の 総合 環境 試験 棟 
に て 行わ れ た 、 シ ステ ム 熱 構造 モデ 
ル の 正弦 濾 振動 試験 の 様子 で す 。 
現在 は 詳細 設計 審査 が 行わ れ て 
お り 、 審 査 完了 後 、2007 年 度 の 打 
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EE 下 較 0 っ フト 要 の 人 
| 今後 の JAXAS 製 作 の 参考 に させ て いた だ きま す 。 よ 1 1 MAUUMSAUMUS 
| 皆様 の ご 意見 を お 聞か せく だ さい 。 る き 」 造 や 種々 の 試験 が 行わ れる 予定 
1 「 ン ター ネッ ト に よる アン ケー ト を 4 月 30 日 まで 実 ア 続 1 で すず 。 

発行 企画 介 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 1 施 中 で す の で 、 下 記 の アド レス に アク セス し て くだ ケ う | 

編集 制作 財団 法 人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム さい 。 9 人 二 計 

Ne ト 1 https://ssl.tksc.jaxa.jp/jaxas/ 1 タク | 所 AN 

二 18 和 月 月 1 アン ケー ト に お 答え いた だ いた 方 々 に 、 実 物 大 パン を ] 1 

ョ 1 シル ロケ ッ ト 模 型 を 5 名 様 など 、200 名 様 に JAXA グ 実 ネ 』 

JAXA' 編集 委員 会 ッ ズ を 差し 上 げ ま す 。( 多 数 の 場合 は 抽選 ) 施 ツ 

に Mon ※ お 寄せ いた だ いた 個人 情報 は 、 プ レ ゼン ト 送 付 の た め に の 。 中 ト 


委員 浅野 眞 ノ き 由 和夫 み 使 用 し 、 そ の 他 の 目的 で 使用 する こと は あり ませ ん 。 
遇 山根 一 引 ee コ 


再生 紙 ( 十 紙 100%) 使用 


ケッ ト 先 端 に 搭載 する 
スク ラム ジェ ッ ト 燃 焼 器 


、。 航空 宇宙 技術 研究 セン ター 
- き 〒182-8522 
還 東京 都 調布 市 深大寺 東町 7-44-1 
TEL : 0422-40-3000 
FAX : 0422-40-3281 


Ka こう で : 


デ 
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相模 原 キャ ン パ ス 

〒229-8510 

神奈 川 県 相模 原市 由 野 台 3-1-1 
TEL : 042-751-3911 

FAX : 042-759-8440 


種子 島 宇 宙 セ ンタ ー 
〒891-3793 
鹿児島 県 熊毛 郡 南 種子 町 
大 字 茎 永 字 麻 津 

TEL : 0997-26-2111 
FAX : 0997-26-9100 


地球 観測 利用 推進 セン ター 
〒104-6023 

東京 都 中 央 区 晴海 1-8-10 
晴海 アイ ラン ド トリ トン スク エア 
オフ ィ ス タワ ー メ X 棟 23 階 

TEL : 03-6221-9000 

FAX : 03-6221-9191 


名 古屋 駐在 上 員 事務 所 
〒460-0022 
愛知 県 名 古屋 市 中 区 金山 1-12-14 
叶 | 金山 総合 ビル 10 階 

TEL : 052-332-3251 
FAX : 052-339-1280 


臼田 宇宙 空間 観測 所 
〒384-0306 
長野 県 佐久 市 上 小田 切 
字 大 曲 1831-6 

TEL : 0267-81-1230 
FAX : 0267-81-1234 


皇 通 信 所 

ッ グ ひな 祭り ] の 一 環 で 、 

じ 地域 の 遠見 岬 神社 の 石段 に 、 
の 雛人形 が 飾ら れ ま し た 。 

まれ 、 多 く の 人 で 賑わい まし た 。 
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IJAXA il は 、 
あな た と 宇宙 を 結ぶ 
悪口 で す 。 
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東京 駅 画 一 還 F mm mm 1 = 
東京 駅 丸の内 北口 より 徒歩 1 分 10:00 一 20:00・ 年 中 無休 


元旦 を 除く ) 
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航空 宇宙 技術 研究 セン ター 
飛行 場 分 室 

m〒181-0015 
東京 都 三鷹 市 大 沢 6-13-1 
TEL : 0422-40-3000 

FAX : 0422-40-3281 


筑波 宇宙 セン ター 
叶 〒305-8505 

茨城 県 つく ば 市 千 現 2-1-1 
TEL : 029-868-5000 
FAX : 029-868-5988 


内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 
上 〒893-1402 
鹿児島 県 肝属 郡 肝付 町 
南方 1791-13 

TEL : 0994-31-6978 
FAX : 0994-67-3811 


能代 多目的 実験 場 
〒016-0179 

秋田 県 能代 市 浅 内 字 下 西 山 1 
TEL : 0185-52-7123 

FAX : 0185-54-3189 


勝浦 宇宙 通信 所 

〒299-5213 

千葉 県 勝浦 市 芳賀 花 立山 1-14 
TEL : 0470-73-0654 

FAX : 0470-70-7001 


沖縄 宇宙 通信 所 

〒904-0402 

沖縄 県 国頭 郡 恩 納 村 字 安富 祖 
金 良 原 1712 

TEL : 098-967-8211 

FAX : 098-983-3001 


東京 事務 所 

〒100-8260 

東京 都 千代 田 区 丸の内 1-6-5 
丸の内 北口 ビル ディ ング (受付 2 階 ) 
TEL : 03-6266-6000 

FAX : 03-6266-6910 


角田 宇宙 セン ター 
〒981-1525 

宮城 県 角田 市 君 意 字 小 金沢 1 
TEL : 0224-68-3111 

FAX : 0224-68-2860 


地球 観測 セン ター 
〒350-0393 

埼玉 県 比企 郡 鳩 山 町 大 字 大 橋 
字 沼 ノ 上 1401 

TEL : 049-298-1200 

FAX : 049-296-0217 


三陸 大 気球 観測 所 
〒022-0102 

岩手 県 大 船渡 市 三陸 町 吉浜 
TEL : 0192-45-2311 

FAX : 0192-43-7001 


増田 宇宙 通信 所 
〒891-3603 
鹿児島 県 熊毛 郡中 種子 町 
増田 1887-1 

TEL : 0997-27-1990 
FAX : 0997-24-2000 


小笠 原 追跡 所 

〒100-2101 

東京 都 小笠 原村 父島 桑 ノ 木山 
TEL : 04998-2-2522 

FAX : 04998-2-2360 


| 海外 駐在 貞 事務 所 」 


ワシ ント ン 駐 在 上 事務 所 

JAXA Washington D.C. Office 
2020 K Street, N.W.suite 325, 
Washington D.C. 20006 U.S.A. 
TEL:+1-202-333-6844 
FAX+1-202-333-6845 


ヒュ ー ス トン 駐在 上 員 事 務 所 

JAXA Houston Office 

100 Cyberonics Boulevard, 

Suite 201 Houston, TX 77058 U.S.A. 
TEL:+1-281-280-0222 
FAX:+1-281-486-1024 


ケネディ 宇宙 セン ター 駐在 貞 事 務 所 

JAXA KSC Liaison Office 

O&C Bldg., Room No.1014, Code: JAXA-KSC 
John F. Kennedy Space Center, FL 32899, U.S.A. 
TEL:+1-321-867-3879/3295 
FAX:+1-321-452-9662 


パリ 駐在 貞 事 務 所 

JAXA Paris Office 

3 Avenue Hoche, 75008-Paris, France 
TEL:+33-1-4622-4983 
FAX:+33-1-4622-4932 


バン コク 駐在 貞 事 務 所 

JAXA Bangkok Office 

B.B Bldg., Room No.1502 

54 Asoke Road, Sukhumvit 21, 
Bangkok 10110, Thailand 
TEL:+66-2-260-7026 
FAX:+66-2-260-7027 


宇宙 航空 研究 開発 機構 広 電 部 


Japan Aerospace Exploration Agency 


〒100-8260 東京 都 千代 田 区 丸の内 1-6-5 
丸の内 北口 ビル ディ ング 2F 
TEL:03-6266-6400 FAX:03-6266-6910 


JAXA ホ ー ム ペー ジ http://www.jaxa.jD 
宇宙 情報 セン ター ホー ムペ ー ジ http://spaceinfo.jaxa.jp 
最新 情報 メー ル サ ー ビ ス http://www.jaxa.jp/pr/mail/ 


